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令和４年度　改善実施状況報告書【社会貢献】

計画の

実施状況

令和５年３月

過去２年間、新規の共同研究講座の立ち上

げがなく、組織対組織の連携が滞っていた

感がある。

また、県外大企業との連携が契約数・契約

金額ともに減少気味であるため、大型の契

約を獲得すべく、研究内容の情報発信や学

内研究者間での連携を推進する必要があ

る。

・企業等との共同研究・受託研究が実施さ

れているか確認する。

・企業等の要望に対し助言･指導、新事業

の創出支援、課題解決等が実施されている

か確認する。

大阪の化学系企業と新規の共同研究講座

を設立する予定。
熊本創生推進機構 令和５年３月完了

令和５年３月

改善を要する点

改善計画 計画の実施主体 備考

熊本創生推進機構

研究・社会連携部

授業開放については、令和元年度以降、新

型コロナウイルス感染症の影響で実施を中

止しており、改善点として認識している。

現在は、令和５年度からの実施を目指し検

討を行っている。

社会のニーズに応じた生涯学習支援の企

画・提供が実施されているか確認する。

新型コロナウイルス感染症の感染状況や

社会情勢の変化等をふまえ、令和５年度

中の実施を目指し、授業開放のあり方を

含めて検討する。


